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    ２．本稿で用いる諸概念に関わる先行研究 
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      （１）再配分・市場・互酬とイギリスのチャリティ 
      （２）組織・制度論 
      （３）スポーツ 
     ３．用語の定義 
    Ⅱ章 研究対象である FCUMの経営資料について 
１．FCUM活動内容検証のための資料の全体像 
２．経営資料の内容 
（１） 基本方針、内部規則等（Policy Document） 
（２） 財務報告書とその関連資料（Financial Report） 
（３） テンエーカーレーン関連資料（Ten Acres Lane） 
（４） ブロードハストパーク（Broadhurst Park） 
（５） その他一般（General and Miscellaneous） 
（６） 理事会資料（Board Meetings） 
（７） 総会、年次総会、臨時総会等（General Meetings, AGMs, EGMs） 
（８） メンバー会議（Member’s Meetings）   






６．横浜 FC との事例比較 
































     終章 コミュニティスポーツクラブとサードセクター論の展望 
     １．コミュニティスポーツクラブが持つ強力なハブとしての機能 
     ２．コミュニティスポーツクラブの持つ機能を最大化させるための社会制度設計 
     ３．中間領域としてのサードセクターの充実なのか、コミュニティの復権なのか 
     引用文献 
 
４ 論文の概要 


















































                       
５ 論文の特質 















   20 世紀末から西・南ヨーロッパ諸国の研究者を中心に盛んに議論されるようになってきた
一つの流れはソーシャル・エンタープライズ（社会的企業）論および社会的連帯経済論であ
った。しかし、これまでソーシャル・エンタープライズに関わる議論においてスポーツが主
たる対象として取り上げられることはなかった。その点において、本論文はスポーツとソー
シャル・エンタープライズとの関係についての新しい研究分野を開拓したといえる。また、
コミュニティスポーツクラブである FCUM について、経営・事業分析にもとづいてソーシャ
ル・エンタープライズであるかどうかの検証がなされてきたわけではなかったことから、そ
の先駆性を評価することができる。全体的にみれば、ソーシャル・エンタープライズ論の新
領域を切り拓いているという点で本論文の価値は高いと判断できる。 
 
７ 論文の判定 
本学位請求論文は、教養デザイン研究科において必要な研究指導を受けたうえ提出された
ものであり、本学学位規程の手続きに従い、審査委員全員による所定の審査及び最終試験に
合格したので、博士（学術）の学位を授与するに値するものと判定する。 
以 上 
